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	概要　ＥＡ　(600字～800字程度にまとめてください。)

　代謝産物の生合成時期と蓄積器官成長の関係を明瞭にするために、ホップを研究材料にして用いた。ホップのルプリン腺は100-200細胞からなる一層のお椀状の形をした腺毛で、代謝産物をクチクラと細胞の間に分泌・蓄積し、最終的に球状になる。

　ホップは雌雄異株で、未受精の雌花苞葉に存在するルプリン腺で代謝産物の合成と蓄積が行われている。未受精と受精した花では含有量や質が異なるという報告があり、それらと遺伝子の発現の関係を見るもの一つの目標であった。しかし、雄株の管理が難しく、雌株と開花時期をあわせることができず、この目的は達成できていない。
　しかしながら、葉に存在する小さなルプリン腺や、4細胞からなる別のタイプの分泌腺毛を比較に用いてin situハイブリダイゼーションの発現解析を詳細に行い、形態と発現の関係を明瞭にすることが出来た。代謝産物の生合成の初期にかかわるバレロフェノン合成酵素（VPS遺伝子）を指標としてルプリン腺の成長と発現時期、発現部位を詳細に解析した。その結果、形態的な特色とVPS遺伝子の発現から、ルプリン腺の成長は、成長段階、代謝産物合成段階、蓄積器官としての段階、の３つに分けられることがわかった。特に、ルプリン腺の場合、蓄積器官を構成する細胞と生合成・分泌を行う細胞が共通であるため、成長と合成が明瞭に分かれているようだ。VPS遺伝子の発現は、成長段階が終了する直前に観察され、分泌物の蓄積が始まると終了するという非常に短期のものであった。このことから合成初期に代謝産物の骨格となる反応を行い、必要な量がすべて合成されていることが示唆された。また、ルプリン腺の成長が終わると同時にVPS遺伝子が発現することから、成長の停止とVPS遺伝の発現が何らかの形で明瞭に制御されていることがわかった。

　現在、受精をさせるために雄株の温室栽培などを試みている。また、遺伝子導入によって異所的にルプリン腺形成を誘導した場合に、VPS遺伝子の発現が起こるのかを解析するための準備を進めている。
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	欧文概要　ＥＺ

Hop bitter resins and essential oils are biosynthesized and accumulated in lupulin glandular trichomes of hop (Humulus lupulus L.).  The valerophenone synthase (VPS) is involved in the first steps of biosynthesis of bitter resins.  The VPS gene is specifically expressed in lupulin glandular trichomes on bracteoles and leaves.  In the present study, spatial and temporal expression patterns of the VPS gene were studied using in-situ hybridization.  Signals of the VPS gene were not observed in the early stage of trichome development, but the VPS gene was highly expressed when the cuticle was slightly detached from the glandular head cells.  Expression levels of the VPS gene were remarkably reduced as accumulation of hop bitter resins and essential oils was clearly observed in the sub-cuticular space.  From the findings, development of lupulin glands was strictly divided into a growth phase, biosynthetic-secretory phase and storage phase.
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